
地
産
霊
園
樹
木
葬
墓
〈
と
こ
し
え
〉
使
用
規
則 

  
第
一
条
（
目
的
） 

こ
の
規
則
は
地
産
霊
園
樹
木
葬
墓
（
以
下
「
と
こ
し
え
」
と
い
う
）
の
使
用
お
よ
び
管

理
に
関
す
る
基
準
を
定
め
、
そ
の
運
用
の
円
滑
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。 

た
だ
し
、「
と
こ
し
え
」
は
、
特
定
の
象
徴
樹
木
を
持
た
な
い
、
自
然
環
境
を
活
か
し
た

埋
葬
形
式
と
な
り
ま
す
。 

 

第
二
条
（
用
語
の
定
義
） 

１
、
こ
の
規
則
で
「
と
こ
し
え
」
と
は
、
地
産
霊
園
が
永
代
に
わ
た
り
、
合
同
祭
祀
を

行
う
共
同
墓
を
い
い
ま
す
。 

２
、
こ
の
規
則
で
「
永
代
供
養
料
」
と
は
、
永
代
に
わ
た
る
供
養
・
管
理
サ
ー
ビ
ス
の

対
価
と
し
て
、
一
括
し
て
納
入
さ
れ
る
金
銭
を
い
い
、
永
代
墓
使
用
料
、
永
代
管

理
料
を
含
め
た
も
の
を
い
い
ま
す
。 

３
、
こ
の
規
則
で
「
使
用
者
」
と
は
、「
と
こ
し
え
」
を
使
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
当

霊
園
か
ら
永
代
供
養
承
諾
（
以
下
「
使
用
承
諾
」
と
い
う
）
を
受
け
た
方
を
い
い

ま
す
。 

４
、
こ
の
規
則
で
「
申
込
者
」
と
は
使
用
者
の
使
用
承
諾
を
当
霊
園
に
申
し
出
た
方
を

い
い
ま
す
。 

５
、「
と
こ
し
え
」
に
は
、
個
別
型
（
使
用
者
の
遺
骨
を
独
立
し
て
埋
葬
す
る
形
式
）
と

合
祀
型
（
他
の
使
用
者
と
区
別
せ
ず
に
埋
葬
す
る
形
式
）
を
設
け
ま
す
。
ま
た
、

個
別
型
に
は
普
通
霊
域
（
人
骨
の
焼
骨
の
み
が
埋
蔵
さ
れ
る
霊
域
）
と
そ
の
他
の

霊
域
（
人
骨
以
外
の
焼
骨
も
埋
蔵
可
能
な
霊
域
）
を
設
け
ま
す
。 

 

第
三
条
（
管
理
者
） 

「
と
こ
し
え
」
は
Ｐ
Ｇ
Ｍ
プ
ロ
パ
テ
ィ
ー
ズ
株
式
会
社 

地
産
霊
園 

越
生
管
理
事
務

所
（
以
下
管
理
者
と
い
う
）
が
維
持
管
理
を
行
い
ま
す
。 

 

第
四
条
（
規
則
の
遵
守
） 

使
用
者
は
「
と
こ
し
え
」
使
用
に
当
た
っ
て
は
こ
の
規
則
に
従
う
も
の
と
し
ま
す
。 

 

第
五
条
（
使
用
目
的
） 

「
と
こ
し
え
」
は
納
骨
以
外
の
目
的
に
使
用
で
き
な
い
も
の
と
し
ま
す
。 

 

第
六
条
（
使
用
資
格
） 

 

「
と
こ
し
え
」
は
国
籍
・
宗
教
等
を
問
わ
ず
、
管
理
者
が
認
め
た
場
合
は
、
ど
な
た
で

も
使
用
が
で
き
る
も
の
と
し
ま
す
。 

 

第
七
条
（「
と
こ
し
え
」
の
内
容
） 

１
、「
と
こ
し
え
」
に
お
け
る
永
代
供
養
の
開
始
は
、
使
用
者
が
逝
去
さ
れ
遺
骨
を
納
骨

し
た
時
点
と
し
、
開
始
日
か
ら
永
代
に
わ
た
り
供
養
を
行
い
ま
す
。 

２
、「
と
こ
し
え
」
に
納
骨
さ
れ
た
、
ま
た
は
「
と
こ
し
え
」
に
納
骨
す
る
た
め
に
管
理

者
に
預
け
ら
れ
た
使
用
者
の
遺
骨
に
つ
い
て
は
、
本
規
則
に
定
め
る
合
同
供
養
の

実
施
を
管
理
者
に
委
任
し
、
管
理
者
が
祭
祀
主
催
者
と
し
て
供
養
を
行
う
も
の
と

し
ま
す
。 

３
、
合
同
供
養
は
、
春
・
秋
の
彼
岸
お
よ
び
お
盆
の
年
３
回
、
仏
式
に
て
行
い
ま
す
。 

 

第
八
条
（
申
し
込
み
手
続
き
） 

「
と
こ
し
え
」
の
使
用
を
希
望
す
る
方
は
使
用
申
込
書
に
所
定
の
事
項
を
記
載
し
、
管

理
者
が
別
途
指
定
す
る
関
係
書
類
（
申
込
者
の
印
鑑
証
明
書
、
使
用
者
の
戸
籍
謄
本
ま

た
は
埋
（
火
）
葬
許
可
証
な
ど
各
一
通
）
を
添
え
て
申
し
込
む
も
の
と
し
ま
す
。 

 

第
九
条
（
使
用
者
の
登
録
と
使
用
承
諾
証
の
発
行
） 

申
し
込
み
手
続
き
が
完
了
し
、
か
つ
永
代
供
養
料
の
全
額
が
納
入
さ
れ
た
時
点
で
、
管

理
者
が
使
用
承
諾
を
与
え
る
も
の
と
し
ま
す
。
使
用
者
は
、
管
理
者
か
ら
発
行
さ
れ
る

使
用
承
諾
証
を
も
っ
て
、「
と
こ
し
え
」
の
使
用
者
と
し
て
登
録
さ
れ
る
も
の
と
し
ま

す
。 

 

第
十
条
（
墓
碑
お
よ
び
墓
誌
の
設
置
） 

１
、
「
と
こ
し
え
」
の
個
別
型
に
は
、
墓
碑
を
設
置
で
き
る
も
の
と
し
ま
す
。
合
祀
型

に
は
合
同
の
墓
誌
に
個
別
の
墓
誌
プ
レ
ー
ト
（
以
下
「
墓
誌
」
と
い
う
）
を
設
置

で
き
る
も
の
と
し
ま
す
。 

２
、
墓
碑
お
よ
び
墓
誌
の
設
置
を
希
望
す
る
使
用
者
ま
た
は
申
込
者
は
、
管
理
者
の
承

認
を
受
け
た
石
材
店
と
の
間
で
墓
碑
お
よ
び
墓
誌
の
設
置
工
事
契
約
を
締
結
す
る

も
の
と
し
ま
す
。 

３
、
工
事
は
所
定
の
契
約
書
を
管
理
者
に
届
け
出
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。 

４
、
墓
碑
お
よ
び
墓
誌
は
管
理
者
が
指
定
し
、
承
認
す
る
仕
様
に
限
り
ま
す
。 

５
、
設
置
さ
れ
た
墓
碑
お
よ
び
墓
誌
の
撤
去
を
希
望
す
る
場
合
、
当
霊
園
に
所
定
の
書

式
で
届
け
出
を
し
、
管
理
者
の
承
諾
を
得
た
場
合
に
限
り
撤
去
で
き
る
も
の
と
し

ま
す
。 

 

第
十
一
条
（
埋
葬
お
よ
び
改
葬
） 

１
、「
と
こ
し
え
」
に
埋
葬
を
行
う
方
は
、
市
区
町
村
の
発
行
す
る
埋
（
火
）
葬
許
可
証

も
し
く
は
改
葬
許
可
証
と
と
も
に
前
条
の
使
用
承
諾
証
と
、
所
定
の
書
類
を
管
理

者
に
提
出
す
る
も
の
と
し
ま
す
。 

２
、「
と
こ
し
え
」
の
そ
の
他
の
霊
域
に
ペ
ッ
ト
（
犬
や
猫
な
ど
の
愛
玩
動
物
を
い
い
ま

す
）
を
埋
葬
す
る
場
合
は
、
管
理
者
所
定
の
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

３
、
地
産
霊
園
内
の
他
の
墓
所
か
ら
「
と
こ
し
え
」
に
改
葬
す
る
場
合
は
、
改
葬
許
可

証
は
不
要
と
し
ま
す
。 

４
、「
と
こ
し
え
」
へ
の
埋
葬
は
、
管
理
者
ま
た
は
管
理
者
か
ら
委
託
さ
れ
た
者
の
み
が

執
り
行
え
る
も
の
と
し
ま
す
。 

５
、
使
用
者
の
遺
骨
は
、「
と
こ
し
え
」
へ
の
埋
葬
前
に
、
管
理
者
指
定
の
方
法
に
よ
り

粉
骨
処
理
を
行
う
も
の
と
し
ま
す
。 

６
、
粉
骨
化
さ
れ
た
遺
骨
は
、
埋
葬
後
の
改
葬
・
取
出
が
物
理
的
に
困
難
で
あ
る
た

め
、
使
用
者
お
よ
び
申
込
者
は
、「
と
こ
し
え
」
へ
の
埋
葬
後
の
遺
骨
の
完
全
な
取

出
が
保
証
で
き
な
い
点
、
お
よ
び
通
常
の
改
葬
請
求
は
対
応
困
難
で
あ
る
点
を
予

め
承
知
す
る
も
の
と
し
ま
す
。 

 

第
十
二
条
（
住
所
・
氏
名
・
名
義
変
更
の
届
出
） 

１
、
使
用
承
諾
証
に
記
載
さ
れ
た
住
所
、
氏
名
お
よ
び
名
義
等
の
変
更
が
あ
っ
た
と
き

は
管
理
者
に
速
や
か
に
届
出
る
も
の
と
し
ま
す
。 

２
、
前
項
の
手
続
き
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
埋
葬
等
の
手
続
き
が
実
施
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
又
、
使
用
承
諾
の
無
償
解
除
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

 

第
十
三
条
（
譲
渡
、
転
貸
の
禁
止
） 

「
と
こ
し
え
」
の
使
用
権
、
お
よ
び
使
用
承
諾
証
は
い
か
な
る
理
由
が
あ
っ
て
も
、
第

三
者
に
譲
渡
、
転
貸
は
で
き
な
い
も
の
と
し
ま
す
。 

 

第
十
四
条
（
使
用
者
の
追
加
） 

１
、
「
と
こ
し
え
」
の
個
別
型
に
お
い
て
は
、
管
理
者
が
指
定
す
る
人
数
ま
で
使
用
者

を
追
加
で
き
る
も
の
と
し
ま
す
。 

２
、
使
用
者
の
追
加
を
希
望
す
る
方
は
、
管
理
者
の
定
め
る
手
続
き
に
よ
り
申
し
込

み
、
管
理
者
が
指
定
す
る
追
加
の
永
代
供
養
料
を
納
入
し
、
管
理
者
の
承
諾
を
得

る
も
の
と
し
ま
す
。 

３
、
追
加
で
き
る
使
用
者
は
、
既
存
の
使
用
者
の
死
亡
後
ま
た
は
生
前
に
か
か
わ
ら

ず
、
使
用
者
の
相
続
人
ま
た
は
そ
の
親
族
（
民
法
第
７
２
５
条
）
に
限
る
も
の
と

し
、
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
血
族
・
姻
族
に
つ
い
て
は
管
理
者
が
相
当
な
事
情
が

あ
る
と
認
め
る
場
合
に
限
り
承
諾
さ
れ
る
も
の
と
し
ま
す
。 

 

第
十
五
条
（
解
約
） 

１
、
使
用
者
ま
た
は
申
込
者
の
都
合
で
「
と
こ
し
え
」
が
不
要
に
な
っ
た
場
合
は
、
一

体
も
納
骨
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
限
り
、
別
に
定
め
る
書
面
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
管
理
者
に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
解
約
で
き
る
も
の
と
し
ま
す
。 

２
、
墓
碑
等
の
設
置
物
が
あ
る
場
合
、
使
用
者
ま
た
は
申
込
者
の
費
用
負
担
に
よ
り
原

状
回
復
す
る
こ
と
を
解
約
の
条
件
と
し
ま
す
。 

３
、
既
に
納
入
し
た
永
代
供
養
料
は
、
理
由
の
如
何
に
関
わ
ら
ず
原
則
と
し
て
返
還
い

た
し
ま
せ
ん
。 

 

第
十
六
条
（
反
社
会
的
勢
力
の
排
除
） 

１
、
使
用
者
お
よ
び
申
込
者
は
、
現
在
お
よ
び
将
来
に
わ
た
り
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該

当
し
な
い
こ
と
を
表
明
し
保
証
す
る
も
の
と
し
ま
す
。 

（
１
）
暴
力
団
、
暴
力
団
員
、
暴
力
団
員
で
な
く
な
っ
た
時
か
ら
５
年
を
経
過
し
な

い
者
、
暴
力
団
準
構
成
員
、
暴
力
団
関
係
者
（
暴
力
団
関
係
企
業
を
含

む
）、
総
会
屋
等
、
社
会
運
動
等
標
ぼ
う
ゴ
ロ
ま
た
は
特
殊
知
能
暴
力
集
団

等
、
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
（
以
下
こ
れ
ら
を
「
反
社
会
的
勢
力
」
と

い
う
） 

（
２
）
反
社
会
的
勢
力
を
利
用
し
て
い
る
こ
と 

（
３
）
反
社
会
的
勢
力
に
対
し
て
資
金
等
を
提
供
し
、
ま
た
は
便
宜
を
供
与
す
る
な

ど
の
関
与
を
し
て
い
る
こ
と 

（
４
）
反
社
会
的
勢
力
と
社
会
的
に
非
難
さ
れ
る
べ
き
関
係
を
有
し
て
い
る
こ
と 

２
、
使
用
者
お
よ
び
申
込
者
は
、
自
ら
ま
た
は
第
三
者
を
利
用
し
て
次
の
行
為
を
行
わ

な
い
こ
と
を
確
約
す
る
。 

（
１
）
暴
力
的
な
要
求
行
為 

（
２
）
法
的
な
責
任
を
超
え
た
不
当
な
要
求
行
為 

（
３
）
取
引
に
関
し
て
、
脅
迫
的
な
言
動
を
し
、
ま
た
は
暴
力
を
用
い
る
行
為 

（
４
）
風
説
を
流
布
し
、
偽
計
を
用
い
ま
た
は
威
力
を
用
い
て
相
手
方
の
信
用
を
毀

損
し
、
ま
た
は
相
手
方
の
業
務
を
妨
害
す
る
行
為 

（
５
）
そ
の
他
前
各
号
に
準
ず
る
行
為 

３
、
前
２
項
に
反
す
る
場
合
、
管
理
者
は
催
告
な
く
契
約
を
解
除
で
き
る
も
の
と
し
、

使
用
者
は
損
害
賠
償
ま
た
は
補
填
を
請
求
で
き
な
い
も
の
と
し
ま
す
。
管
理
者
に

損
害
が
生
じ
た
場
合
、
使
用
者
は
賠
償
す
る
も
の
と
し
ま
す
。 

 

第
十
七
条
（
使
用
承
諾
の
取
り
消
し
） 

次
の
場
合
、
管
理
者
は
使
用
承
諾
を
取
り
消
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

１
、「
と
こ
し
え
」
を
墓
地
以
外
の
目
的
で
使
用
し
た
場
合 

２
、
当
霊
園
の
規
則
に
反
し
、
管
理
者
ま
た
は
他
の
使
用
者
や
申
込
者
の
心
情
に
著
し

い
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合 

３
、
そ
の
他
、
管
理
者
の
指
示
に
反
す
る
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合 

 

第
十
八
条
（
個
人
情
報
の
取
扱
い
） 

管
理
者
は
、
使
用
者
お
よ
び
申
込
者
の
個
人
情
報
を
、
埋
葬
・
供
養
・
管
理
業
務
の
実

施
に
必
要
な
範
囲
内
で
の
み
使
用
す
る
も
の
と
し
ま
す
。 

第
三
者
へ
の
提
供
は
行
い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
法
令
に
よ
る
開
示
請
求
の
場
合
は
こ
の
限

り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

第
十
九
条
（
不
可
抗
力
に
よ
る
事
故
の
責
任
） 

天
変
地
異
等
不
可
抗
力
に
よ
る
損
害
に
つ
い
て
は
、
当
霊
園
で
は
一
切
責
任
を
負
い
ま

せ
ん
。 

 

第
二
十
条
（
規
則
の
改
正
） 

こ
の
使
用
規
則
の
内
容
に
つ
い
て
は
、「
墓
地
埋
葬
等
に
関
す
る
法
令
」
等
現
行
法
規
が

改
正
さ
れ
た
場
合
、
並
び
に
社
会
的
、
経
済
的
な
情
勢
変
化
が
生
じ
た
場
合
、
お
よ
び

管
理
者
が
必
要
と
認
め
た
場
合
に
改
正
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
規
則
改
正
の
場
合

は
、
改
正
内
容
を
１
ヶ
月
以
上
前
に
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
使
用
者

に
通
知
す
る
も
の
と
し
ま
す
。
使
用
者
は
こ
れ
に
従
う
こ
と
と
し
ま
す
。 

 

第
二
十
一
条
（
そ
の
他
） 

そ
の
他
本
使
用
規
則
に
定
め
の
な
い
事
項
に
つ
い
て
は
そ
の
都
度
、
管
理
者
が
決
定
し

ま
す
。 

以 

上 


